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《》 幽 特別 養護老 人 ホー ム 福 寿 園

電話0172-28-0900園 長 長 尾 春 夫

《》幽 軽費老 人 ホー ムA型 コ ー ポ は る な

電話0172-28-1616園 長 長 尾 祐 子

副園長 長 尾 知 実

グループホームはるなの家

デイサ ー ビスセ ンターはるなの家

電言舌0172-28-7661

《》幽 介護予防拠点センター 「100才 館」
電話0172-27-0330㈹ 館 長 工 藤 亜希子

ことぶ き荘温泉 デイサ ー ビスセ ンター
・ことぶ き荘居宅介護支援事業所

・弘前市東部地域包括支援セ ンター

《》 幽 小規模多機能型居宅介護事業所 た ん ぽ ぽ の 丘

電話0172-28-Ol50館 長 工 藤 亜希子

《》 は る な の 里

電話0172-31-0210㈹ 所 長 成 田 厚

副所長 相 馬 崇 治

はるなの里 福祉 サー ビスセ ンター

グループホーム はるなの里 「自由ヶ丘」(障 がい者)

グルー プホーム はるなの里(高 齢者)

く》グルー プホー ム は る な の 里 「桜 ヶ 丘 」

電話0172-88-6361所 長 成 田 厚

電話0172-55-8251㈹ 所 長 佐 藤

O幽 保 育 園 み の り

電話Ol72-27-9623㈹ 園 長 榊
・温泉プール(併設)

《》み の り 第2保 育 園

電話0172-29-2580㈹ 園 長 ノj・島

《》桔 梗 野 み の り 保 育 園

電話Ol72-32-6994㈹ 園 長 小 島

@西 目屋村 た し ろ 保 育 園

電話0172-55-5541㈹ 園 長 山 内
・西 目屋児童 クラブ

O弘 前市豊田児童センター
電話0172-27-7828㈹ 館 長 山 内

φ 弘 前 市 東 部 児 童 セ ン タ ー

電話0172-29-5519㈹ 館 長 黒 滝

@〉多機能型障がい福祉サービス事業所 りん ごの里
電話0172-99-1871所 長 鈴 木 寿 雄

@就 労継続支援A型 事業所 りん ご っこ
電話0172-95-3131所 長 鈴 木 寿 雄
・作業所 ・直売所 「りんごの花高杉」

Oグ ルー プホーム りんE'の 里 「松 森 」
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新 春 を迎 えて

●

社会福祉法人 一 葉 会

社会福祉法人 みのり福祉会

理事長 長 尾 春 夫

新年あけましておめでとうございます

鍾

皆様におかれましては新春を健やかにお迎 えのこととお慶び申し上げます。

3年 程続 いた コロ ナ禍 も感染症 法上 の分類が5類 へ 引 き下 げ られ た こ とに よ り

様 々な規制 も緩和 され、以前のような日常生活 を取 り戻 しつつあ ります。当法人と

いた しまして も、引 き続 き感染対策に細心の注意 を払いなが らも、面会制限の緩和

やコロナ禍で実施で きなかった行事などにおけるご家族様や地域住民の皆様方 との

交流などを徐 々に増や して賑わいを取 り戻 していきたいと考 えてお ります。

さて、当法人では昨年度青森県介護サービス事業所認証評価制度において認証 を

受けました。や りがいを感 じて安心 して働ける職場づ くりに努め、質の高い介護人

材の確保 ・育成、質の高い介護サービスの提供 につなげていきます。

今年度はねぶた運行の再開を筆頭 に地域社会のお役 に立てるよう職員一同さらな

る研鑛 を重ねて参 りますので皆様方にはご理解 とご協力を賜 ります ようよろ しくお

願い申し上げます。
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齪騰
新春のお慶びを申し上げます

社会福祉法人 一葉会役員 一 同

/

理事長 長 尾 春 夫 理 事 小山内 貞 子 評議員 カ。 藤 泌

理 事 長 尾 祐 子 理 事 村 田 礼 子 評議員 岩 谷 有 美

理 事 長 尾 春 光 監 事 坂 本 昇 評議員 齋 藤 俊 昭

理 事 黒 滝 明 人 監:事 稲 見 茂 男 評議員 三 上 耐 夫

理 事 工 藤 豊 秀 評議員 和 田 佑 治 評議員 黒 部 能 史

理 事 松 野 美 行 評議員 田 中 一 代 評議員 成 田 祥 子

理 事
＼

奈 良 庄 子 評議員 笹 森 ツ ナ 評議員 渡 邊 敏 馬
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● 規制緩和により4年 ぶりに夏祭りを開催することとなり、今回からは法人関係 ●

者に限らず地域の皆様にも訪れていただけるように 「地域交流祭り」として、模擬

店やイベントを多数ご用意して開催いたしました。今後も地域の皆様に気軽に訪れ

ていただき、つながり、支え合うことで、より暮らしやすい地域を共に創っていき

◎ ます。 ●

戸'`縮1 .、rJl-　 rfptzas一

コロナウイルス収束 に伴 い、一葉会では4年 ぶ りに開催 し無事終わ る事が 出来ほっとして

います。私自身大きなお祭 りの企画運営が初めてで何から始めていいのかも分からず戸惑い

ました。しか し、委員の皆さんや副園長 に助けてもらいながらお祭 りを企画する事が出来ま

した。

お祭 りが近づくにつれ青森県内ではコロナウイルス感染 に関する情報が報道される日々が

続き、特に模擬店の運営に不安がありま したが、職員の皆さんに出店 して下 さるお店を紹介

して頂き、大変助かりました。

開催当日沢山の来賓の方や地域の方が来園 して下さり、「久 しぶ りに福村 に活気出てきた

な」とお言葉を頂きお祭 りを開催出来て良かったと感 じました。

本年は今回の反省点を活か し、より良 いお祭 りに出来ると感 じています。沢山の人 に助け

られて開催できました。本当にありがとうございました。

夏まつり委員長 櫻庭 達也
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巧
、 幽 餉 蜀蜜 ぶ 嘉

● 少子 ・高齢化社会の進展などにより労働人□が減少する中、福祉 ・介護サービス ●

提供の担い手となる福祉人材の確保 ・育成 ・定着が喫緊の課題となっています。そ

のため福祉 ・介護現場の職員が仕事内容や魅力などを伝える講話や演習を通し、福

祉 ・介護分野への関心を高めるとともに、職業選択につなげることを目的として福

村小学校で4年 生を対象に 「福祉の仕事"あ れこれ"出 前講座」を開催しました。

後日、福村小学校からお礼状と子供達の絵日記が届き、高齢者の困りごとに気づ

● いたり介護の仕事に対 して興味 ・関心を持っていただけたようです。 ●

高齢者疑似体験キッ トを装着 して歩く、

洋服を着る、新聞を読む、自分の名前を書

く等を体験 し、高齢者はどんなところが不

自由で、助けが必要なのかを一緒に考えて ・

いただきました。

麻痺のある方の着替えの介助方法

や車椅子を使用する際の注意点等に

ついて説明し、実際に行ってもらい

ました。
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法人内事業所で展開しているサービス内容を地域住民の皆様方に実際に体験 して

いただき、今後の情報発信について進めていく足掛かりとなるよう11月25日 に

福村農業研修会館(福 村神社隣)に てレクカフェを開催しました。

グ ル ⇒蜘 ム...a・ ・

認知症についてのミニ講話

「ズン ドコ節」 に合わせてグーパーを交互に出 し、途中で職員がチェンジと言 っ
II　　　　たらパーグー を出す。参加 された方々からは 「切 り替えが難 しい」 との声があり

ました。

グ犯己か ム〔㈱ 家。
数字が書 いてあるペ ッ トボ トルの蓋を

つかみ、同 じ数字 がどこにあるか探 し

てペ ッ トボ トルの蓋 を置 く 「脳 トレ」

を体験。

鋤一〔鍛
転倒予防の一環として、グループ

ホームで取り入れている運動 レク

リエーション 「足運び」 を紹介。

凹樋 囎 劒(k
輸 コー〔ヒー・Spイム

福寿園以外は知らない人が多く、

こうした案内があると良 い等の

いただきました。
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多機能型障害福祉サービス事業所

妙ん この 里 ・一 ・・雫

編
集
後
記

あけま しておめでとうございます。

今年もみち しるべを通 して法人内の動きを伝えていきたいと

思います。発行にあたりご協力していただいた皆様 に心より感

謝申 し上げます。

三上 ・石澤 ・羽賀 ・山田 ・工藤

施設の情報はインターネットに掲載 して

劣媚熊膏薔羅
「みち しるべ」掲載の個人に関する情報は、 ご本人 ・ご家族様の許可 を得て掲載させ て頂いてお ります。


